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ふれまちふれまち

認知症の人への対応の心得  ３つの「ない」
　　　　　１　驚かせない
　　　　　２　急がせない
　　　　　３　自尊心を傷つけない

　認知症サポーター養成講座を受講した出部小学校４年生の中から、７名が認知症を題
材とした手作りの疑似劇を作り、授業の中で発表しました。キラりと光る名演技で、「認知
症の方を優しい気持ちで見守ろう」というメッセージが印象的でした。

2015

ご近所さん「隣町におられ
　　　ましたよ。」

  　ご近所さん

偶然通りかかった優しいご近所さんが見つけてくれました。

おじいさん「わしに孫は
   おらん！誰かのお？」

　  おじいさん

ある所に、物忘れの多いおじいさんがいました。

 母　　 孫　　　 孫

「私たちは認知症の方に会ったら
　　優しく手助けしたいです」

認知症の人を町で見つけたら、優しく見守りましょう。

孫「え？おじいちゃんが
　　行方不明！？」

家族「え～！？！？」

ある日、そのおじいさんが行方不明になってしまいました。
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もしも認知症の人に出会ったら・・もしも認知症の人に出会ったら・・もしも認知症の人に出会ったら・・もしも認知症の人に出会ったら・・
出部小学校４年生　認知症サポーター養成講座を受講して
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　高齢者や子どもたちや障がい者などすべての人が、住み慣れた地域で「ふれあい・たすけあい・ささ

えあい」の心をもって安心した生活を送るために、住民の自立による「自助」、地域住民相互の助け合い・

支え合いによる「共助」、公的サービスの提供による「公助」を連携し、地域福祉活動を推進すること

を目的に地域福祉活動計画を今年度策定します。住民一人ひとりが福祉を自分の問題として取り組み、

話し合い、よりよい地域福祉活動を一緒に実施していきます。

地域福祉活動計画の策定に向けて

ぼくたちのできること

わしらのできること・・・

わたしのできること

地域福祉活動計画策定シンポジウム・地区座談会の開催

　みんなの「できる！」を集めることを、みんなで考える！！

みんなのできるを
どうあつめる？シンポジウム

in ありがとう！ボランティア交流会

とき：平成２７年２月２７日（金）

場所：芳井生涯学習センター　

ご近所さん地区座談会
地域のご近所さん同士が車座になっ
て、困っている生活課題の共有や向こ
う三軒両隣の大切さについて一緒に考
えていく座談会を地域の中で開催でき
ればと考えています。
声をかけてください！

みんなの
井　原

みんなで
井　原
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ありがとう！ボランティア交流会出演者募集
　今年も「ありがとう！ボランティア交流会」を開催します。ボランティア活動の発表や、毎年好評
の栄養ボランティアいばらによる手作りカレーのふるまいなど、盛りだくさん！
　ぜひあなたのボランティア活動を披露してみませんか？？
　日　　時：平成２７年２月２７日（金）１０：３０～１５：００
　場　　所：井原市芳井生涯学習センター
　内　　容：演劇・歌・演奏などのボランティア活動報告
　申込締切：平成２７年２月６日（金）
　≪申込先≫井原市社会福祉協議会　
　　本　所 ☎６２－１４８４　芳井支所 ☎７２－１３６６　美星支所 ☎８７－４１４１

平成27年度  いばらサンサン交流館参加者募集！

生きがいづくりと健康増進を目的に実施しています　　　　生涯にわたって笑って健康元気アップ講座

「ふれあいサロン」　   「 小 田 川 大 学 」
  【申　込　先】いばらサンサン交流館　　　　　　　 【申　込　先】各地区老人クラブ会長
  【申込開始日】平成２７年２月１５日（日）　　　　　　  　　　　　   いばらサンサン交流館
  【定　　　員】１３０名（先着順）　　   　　　　　　【申込開始日】平成２７年２月１５日（日）
  【対　　　象】６５歳以上の方　　　　　　　　　　 【定　　　員】１５０名（先着順）　
 　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　【対　　　象】６５歳以上の方

修学旅行も
あるよ！

★大好評★
ふるまいカレー

 《問い合わせ先》 いばらサンサン交流館　☎６２－６１００
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　「はーとふるカプセル」は、自宅で救急車を必要とする事態に備え、筒状の容器の中に、緊急

連絡先、かかりつけ医及び服薬等の情報を記した救急医療カードを入れ、見つけやすいように冷

蔵庫内に保管しておくものです。

　あなたやご家族が病気やけがで意識がなくても、カプセル内の情報を見ることにより、救急隊

員にあなたの医療情報を的確にスピーディに伝えることができます。

　現在、一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯等に、地区社会福祉協議会・民生委員・福祉委

員等にご協力いただき、各地区の実情に合わせて配布を進めていただいています。

大切なご近所との
つながり！

　緊急搬送時、カプセルの

有無や所在の確認、立ち会

いをしてくださる「ご近所力」

があると、助かります。日ご

ろから、ご近所の方とのつな

がりを大切にしましょう。

　　　さっそく、チェックしてみよう！！

□ 緊急医療カードは記入しましたか？変更はありませんか？

□ はーとふるカプセルの中に、保険証や介護保険証のコピー、処方箋は入れましたか？

□ カプセルを冷蔵庫に入れて、♥のマグネットを冷蔵庫のドアに貼りましたか？

□ カプセルを持っていることをご近所さんに伝えていますか？

《問い合わせ先》　各地区社会福祉協議会長、または井原市社会福祉協議会へ

飲んでいる薬の
最新情報！

　　飲んでいる薬は最新の

ものを記載しましょう。薬局

でもらえる処方箋を入れて

おくとわかりやすいです。

年に１度の
カプセル点検

複数の
緊急連絡先を！

　緊急の処置で家族の承認

や、立ち会いが必要になった

場合、すぐにご家族に連絡が

つかなかったり、遠方ですぐ

に来られなかったりする場

合があります。

年に１度の「カプセル」点検
～緊急時に備え、「はーとふるカプセル」を確認しましょう！～

あなたの命を守る
はーとふるカプセル
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いろんな人と人がふれあって
何かがつながり、何かが生まれる。

そんなコミュニティカフェを一緒につくってみませんか？
・・・・ということで、先進地へ研修に・・・

“ＩＢＡＲＡ”コミュニティカフェ
ホット！もっと！広めていこう！
“ＩＢＡＲＡ”コミュニティカフェ
ホット！もっと！広めていこう！

“いばら”コミュニティカフェセミナー

    　12月12日（金） 9：00〜16：00

　【地域の茶の間　しんせきんち】

実践報告：代表　藤本まり子「コミュニティカフェでまちが変わる？！」

　岡山市中区藤崎にある古い民家を利用したコミュニティカフェです。

誰でも利用できる交流スペースで、高齢者から若い母親まで幅広い年齢層の方

が訪れ、思い思いにおしゃべりをしたり一人で編み物をしたりして来られた人

がなんとなく一緒に過ごすみんなの井戸端会議場になっています。みんなの

「得意」を持ち寄って、みんなで楽しく、みんなで使う「地域の茶の間」「幼な

じみの家のような遠慮のいらない親戚の家」のような・・・そんなたまり場です。

【問い合わせ先】　井原市社会福祉協議会　地域福祉係  　　　

☎ ６２－１４８４　FAX ６２－１４９６

メールアドレス：i-syakyo@ibara.ne.jp

一杯の珈琲から

はじめる　みんなの

“居場所づくり”

いっしょに　　　　

　　はじめませんか

　井原市社会福祉協議会では、市民の皆さま ( 個人・法人等 ) から、金額の多少を問わず、年間を

通じて寄付金をお受けしています。この寄付金は、地域福祉推進のための社協独自の自主財源とし

て非常に大きな役割を果たしています。

　個人の方の寄付金につきましては、所得控除制度と税額控除制度との選択適用を受けることがで

き、税額控除制度は小口の寄付についての減税効果が高いのが特徴です。さらに、市県民税も控除

対象となります。

　皆さまのあたたかいご寄付をお願いいたします。

ご
寄
付
の
お
願
い

まずはオープンカフェから！

私の地域でできるかな？！
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相談内容 日　　　　時 内　　　　容

ふ れ あ い
福 祉 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00
日常生活上の心配ごと・
悩みごとなどのあらゆ
る相談

法 律 相 談

２/３㈫　　10：00 〜15：00
２/17㈫　　13：00 〜16：00
３/３㈫　　13：00 〜16：00

【井原市総合福祉センター】

法律上の難しい問題の
相談（財産・相続・金銭
貸借・境界等）1件 30分
以内で事前に予約必要
予約先：井原市社会福祉協議会

療 育 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00

就学前の子どもたちに関す
る心配や悩みごとの相談

介 護 相 談
家庭介護や各種サービ
スに関する相談

結 婚 相 談
２/13 ㈮・３/13 ㈮

　13：30 〜15：30
結婚に関する相談

行 政 相 談

１/22 ㈭・２/12 ㈭
２/26 ㈭・３/12 ㈭

10：00 〜12：00
【井原市総合福祉センター】

行政全般に関わる相談

（道路・住宅・公害）
１/15 ㈭・２/19 ㈭

9：00 〜11：00
【 芳 井 老 人 福 祉 セ ン タ ー】

１/20 ㈫・２/17 ㈫・３/17 ㈫
10：00 〜12：00

【美星農村環境改善センター】

ふれあい福祉相談センター
秘密厳守／相談無料 問い合わせ、予約は

　井原市社会福祉協議会　☎62−1484

問い合わせ先
　協働推進課 市民活動係　☎62−9508
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節

だ
ら
け
じ
ゃ
が
。
ま
る
で
根ね

ブ

チ
の
よ
う
な
人
生
じ
ゃ
。」
と

笑
っ
た
り
も
し
た
が
、
子
ど
も

も
独
立
す
る
と
節
目
ら
し
い
も

の
も
随
分
と
間ま

ど
お遠
に
な
り
、
昨

日
の
続
き
の
今
日
が
単
調
に
連

な
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

せ
め
て
、
暦
が
連
れ
て
く
る

節
目
を
節
と
し
て
取
り
入
れ
、

最
後
ま
で
ポ
キ
ッ
と
折
れ
な
い

人
生
に
し
た
い
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
。


